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　一般に，種 子の 出芽の 良否は その 後の 生育に少なか らずの 影響をおよぼすが，在来禾穀類を対象とし

た 現地 に おけ る栽培調査 に おい て も，と くIC乾燥 土壌状況下 で の 出芽揃い に作物間差が大きい こ とを聞

取 っ て い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）
　従来，こ れ ら禾穀類を扱 っ た 出芽に 関す る報告は幼芽の 抽 出力，中茎お よ び子葉鞘の 伸長量 ． あ る い

。覆土 の 厚 さや土貅 分等 の 擁 環廉2。 て 多 くみ られ， 。 ずれ も出芽。騰 す る ・ とを指摘 して ・

る．本報で は，ア ワ ・キ ビ ・ヒ エ ・ モ ロ コ シ ・シ コ ク ビ エ の 在来 5 種を対象に こ れ らの 出芽特性 を明 ら

か にす る目的で ，種子の 吸水能力を とりあげた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　材 料 お よ び 方 法

　土 壌水分 と出芽率 ：　 本学附属農場の水田土壌を用い
，

こ れを樹脂製シ ー ドリ ン グケ
ー

ス （5．5cm×

15．Ocmx10．Oen）に つ めて土壌水分を最大容水 量の 33．5％， 52．6％，64．3％の 3段階に調節した 。 この場

合 ， 33，5 ％ は圃場 で は 乾燥状態 と判断 され る湿 り具合 い で あ る．供試系統 は全 て 在来種で ，，作物種毎 に

各 3系統 （ア ワ ： 岩淵 ， 平 ， 開 田　キ ビ ： 白川 ， 上平，黒川渡　ヒ エ ： 朝日，上百 瀬，椿 山 ，
シ コ ク ビ

エ ：上百瀬，上平，徳山 　モ ロ コ シ ： 白峰，加子母， 十津川）を用 い ，種 子 は 1 区当 り 25 粒 の 3 反 復

と し， 覆土 の 厚さ は 1   で 温度条件 は 25℃ と した．

覆 土の厚 さ と出芽率 ：　 覆士の 厚さを 1  
，
2　cm ，3   の 3 段階と し，土壌水分は最 大容水量の 52．6％

に 調節 した．供 試系統 は ア ワ （岩淵），キ ビ （黒 川渡），
ヒ エ （朝 B ）， シ コ ク ビ エ （徳山），

モ ロ コ シ （加

子母）で 1区20粒， 3反復と した．

　マ ン ニ ト
ール 高張溶液中にお ける発芽率 ：　 乾燥土壌条件下に おける発芽能力を推定するため， マ ン

r一ト
ー

ル 高張溶液をつ くり，溶液濃度 と浸透圧 の 関 係か ら O ．
10

，
20気圧 の 3段階を設定 して 発芽実験

を行 っ た．区の 反復 は シ ャ
ー

レ 当た り50粒 で 3反復 とした ．種 子は 内外穎 が種子外 部を覆 っ て い る もの

や ，脱穎 して い て果皮が 露 出 して い る もの 等作物間の 種子形態に 差が あ り，それ ぞれ 吸水機構 も異な る

こ とが 考え られ る．そ こ で本実験 で は 内外穎を 除去 した場合 と しない場合 とに 区分して発芽率を調べ た．
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なお ，
シ コ ク ビ エ と モ ロ コ シ は 内外穎が す で に 脱穀時に 殆ん ど脱落 し て お り，果 皮が 最外部 とな る種子

を播 くの が 普通 で あ る． こ の 果皮 も渋皮の ご とく容易に 剥 け る シ コ ク ビ エ では ，

一部は 種皮が 完全 に 露

出 した状態で 播 くこ と に な る．従 っ て
，

シ コ ク ビ エ の 場合は 果皮を除去 した もの と しな い もの に分けた。

　吸水速度の 比 較 ：　 シ ャ
ー

レ に 濾紙を敷 き，充分水に 浸潤 させ た後播種 した ．そ の 後，経時 的に 付着

水を除い た 種子重量 を測定 した．なお，供試系統は ア ワ （開 田），キ ビ （白川），
ヒ エ （朝 日）， シ コ ク

ビ エ （徳山），モ ロ コ シ （加子母）で，マ ン ニ トール 高張溶液を 用い た発芽実験の 場合 も同じ系 統で あ っ

た．こ の 場合の 種子形態は ア ワ ・キ ビ ・ヒ エ が 内外穎 を有 し，シ コ ク ビ エ ， モ ロ コ シ は脱 穎して い る通

常の 播種時の 形態で ある．

　種子 表面 構造の 電顕 観察 ：　 B 本電子 株式会社製の JSM − U3SEM に よ り観察 した ．

結 果 お よ び 考 察

　土壌水分 と出芽率 ：　 第 1図よ り， 出芽始め の 2 日 目に 注 目す ると概 して 土 壌水分が 高 くな る に 従い

出芽速度は 速 くな っ て い る．こ の うち，ア ワ は 33．5 ％ の 土壌水分に おい て 出芽率が 70 ％ iC達 して い る

の に 対 し， 他の 4 種は 15〜45％ で あ る．すなわ ち，や や土 壌が 乾燥 して い る 条件下で 播種 した 場合， ア

ワ の 出芽速度が最 も速 い とい え る． 7 日 目の 64．3 ％区で キ ビ の 出芽率が 低い 傾向に ある． これ は土壌水
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6）
分が やや 多湿条件 で あ るため，種 子へ の 02 供給量 に 問題 が あ ると同時に ，

キ ビ の 02要求量 も影響 して

い ると思われる．また，作物毎の 系統間差 は 33．5 ％区 で最 も大き く，乾燥条件に 対す る系統間 の出芽能

力差が 大きい こ とを示 して い る．

　　　　　　　　　　　 。 ア ワ ● キ ビ ・モ ロ コ シ ・ヒ エ ム
シ コ ク ビ エ

　　　　　　　　　　　　　　 33．5 ％ 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　

　　 　 　 　 　　 　 　 　出

　　　　　　　　　　芽
　　　　　　　　　　率

广
播出後 日数

第 1図　出芽率に お よ ぼす土 壌水分

　覆土 の 厚 さ と出芽率 ：　第 2 図より， ア ワ の 出芽速度 の 速 い 点は土壌水分実験の 場合 と同様で あ る．

1   区に お い て
， 出芽率に 作物間の バ ラ ツ キが み られるが ，

これは 1   程度の 覆土で は土壌の 乾燥程度

が 大き。 た め とす る 。 れまで の 報戳 も
一致する．・ の ・ とは ・   区で ・ He の 餅 率が 高くな ・ て い

る こ とか らも推察で きる． しか し， 3　cm 区では 2 日目の シ コ ク ビ エ とキ ビ で殆ん ど出芽 して い ない ．こ

れは土壌水分の 影響では な く，お そ ら く幼芽抽 出力と して の 中茎お よ び子葉鞘の 伸長量の 差が 出芽速度
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に 影響 して い る もの と思わ れ る§
）
ちなみ に

， 供試系統の 驅 後 衵 目の 中茎と子葉鞘の 長 さは第 俵 に

示 した よ うに， モ ロ コ シ が最長で シ コ ク ビ エ が最短であ っ た．キ ビ も比較的短い ．

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 。 ア ワ ■ キ ビ 囗 モ ロ コ シ ・ ヒ エ 亀
シ コ ク ビ エ

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 1cm 　　　　　　　　　　2cm 　　　　　　　　　3 　cm

oo
（

鬼
）

1

出
芽
率

50

0
　 　 1　2 　3 　4 　5

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 播出後 日数

　　　　 第 2 図　出芽率 に お よ ぼす覆土 の 厚さ

F

7

第 1表　異な る土壌水 分条件下 に お け る 中茎 と子 葉鞘 の 伸長量

（c皿）

土壌水分 器　官 ア　　　　ワ キ　 　 　 ビ ヒ　　 　　 エ シ コ ク エ ビ モ ロ 　コ　シ

中 茎 8．06± 1．057 ．66土 0．9514 ．25 ± 0．512 ．99 土 03720 ．13 ± 1．64
33．5 ％

子葉鞘 0．77± 0242 ．56± 0．67 α65 土 0．063 ．75 ± 0．70 2．15± 1．29

中　茎 9．95 ± 0．54798 ± 0．4412 ．22 ±0823 ．87 ± 02918 ．36 ± 2」1
52．6 ％

子葉鞘 1．61 ± 0．332 ．55 ± 0．160 ．95 ± 0．243 ．16± 0．54 3．22 ± 0．7工

中　茎 11．45± 0．458 ．1工± D．1811 ．92 ± 0．293 ，41 ± 0．362190 ± 3，85
64．3 ％

子葉鞘 1．44± 0．692 ．75土 0．180 ．98 土 0．293 ．61 ± 0．53 4．56 土 1．66

　　　　　　　　　　　　　　　覆土条件 ： 1   　　 25℃　　暗条件

　マ ン ニ トール 高張溶液中にお け る発芽率 ： 内外穎　 （ア ワ ・ キ ビ 。 ヒ エ ） と果皮 （シ コ ク ビ エ ）を除

去 した 区の 発芽率 は第 3図に 示 したように 水条件下で全て 95％以上の 高 い値 で あ っ た．こ の 時の 値を 100

と し ，
マ ン ニ トール 高張溶液中の 発芽率を そ の 比数で 表わ して 同図に あげた．脱穎あるい は果皮を除去

じた 場合 と しな い 場合で は，高張溶液中 で明 らかに 除去区の 発芽率が 高い ．と くに キ ビ は こ の 傾向が顕

著で あ る こ とか ら内外穎が 吸水に対 し抑制的に 働 い て い る こ とが わか る． シ コ ク ビ エ も20気圧 下で同様

の 傾向がみ られ，薄 い 果皮 で も無傷 であれば発芽率に 大き く影響す る こ とを示 して い る． モ ロ コ シ も20

気圧下で著 しく発芽率が低下して お り，その 不発芽種子は 殆んどが原形質分離 して い た．他方 ，
ヒ エ と

ア ワ は内外穎の 有無に 関せ ず他種よ りも相対的に発芽率が高 くな っ ．て い る． しか し，発芽速度を考慮す

る と第 4 図の よ う に ア ワ が ヒ エ よ りもか な り速 くな っ て い る．すな わ ち，乾燥土壌条件下に お い て ア ワ

が供試作物中，最 も出芽性が 良い とい える．この こ とは前述の土壌水分と覆土の 厚さに関する出芽実験

で
， 乾燥土壌条件下で の ア ワ の 出芽速度が速か っ た結果と も

一
致する．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 　11 一
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第 3 図　脱穎状態で の 発芽率とマ ン ニ トール 高張溶液に おけ る発芽率比数

　　　　　 ※ シ コ ク ビ エ の 場合は 果皮を除去
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第 4 図

含
水

率

　 エ

コ ク ビ エ

・ 詈・

　吸水速度の 比較 ：

ヒ・＝ の 吸水 速度が 最 も速 く， キ ビ とモ ロ コ シ で遅 くな っ て い る．また， シ コ ク ビ エ と ア ワ は こ れ ら の 中

間で ある．こ の 結果は 水分が 充分 あ る状況下で の 吸水で あ り， 乾燥土壌条 件下で あれ ばキ ビ とモ ロ コ シ

の 吸水速度は さらに遅 くな る こ とを示唆 して い る．なお，発芽直後の 種子含水率を作物種毎に 2 系統ず

つ 測定 した と こ ろ， モ ロ コ シ ： 42．4 〜 45．8％ ，
ア ワ ： 55．9 〜 72．9 ％． シ コ ク ビ エ ： 59．5 〜 86．2 ％ ． ヒ

エ 71，1 〜 78．1％ ，
キ ビ ： 86．5〜 99，8 ％ の 順 に 大きか っ た ，キ ビ の 含水率が 吸水 速 度の 場 合 に 比 べ て

異常に 高い が， こ れ は
一 旦， 幼芽が 抽出して 開穎 する と急激に 瞬水す る た め で，種子全体 に 対す る膜質

部の 多い こ と も関連 して い ると思われ る．モ ロ コ シ お よびア ワ とシ コ ク ビ エ で は発芽 直後で も含水率 の

低 い もの がみ られ る．なお．水稲籾 で は飽和縄 と吸水速 度 と の 間に密 接な関係力sあ り・飽和 水量の 多

い 品種で は 嚇 蔽 も大酪 る とされ て ・・轟 ，こ こ で は発殖 後の 含水靴 関する限 りに お い て は吸

水 速度との 間に 明瞭な 関係 はみ られ な い ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 　12 −
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 吸 水開始後時間

マ ン ニ ト
ール 高張溶液に お け る平均発 芽日数 　　第 5 図　各種子 の 吸水速度

　　　　　次 に 出芽に 至る 初期段階 と して の 種子の 吸水速度を検討 して み た．第 5 図よ り，
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日 本作物学会東海支部第 89回研究発表梗概 （1980）

　種子表面構造 の 電顕 観察 ；　 吸水の 遅速に 関連する と考え られ る種子表面の 構造を第 6 図 に あげた．

シ コ ク エ ビ は果皮を除い た 種皮 をみ ると ， 厚 膜質 の 細胞が み られ る が，個 々 の 細胞は や や 球形に 近 く，
　 　 　 　 　 　 　 　 4）

六 角形 と した 永井の 観 察とは 異 な る。 こ れ を 10，000倍 に 拡大す る と表 面 に は 多 くの ク ボ ミがみ られる．

モ ロ コ シ は果皮が雲母状 の 積層か らな っ て い る．他方 ， 内外 穎を有する ア ワ，キ ビ
，

ヒ エ に つ い て は ア

ワ の 穎 に 突起が み られ る の に 対 し， ヒ エ ・キ ビ は滑 らか であ る． こ れ らの 脱穎 した 果皮表面 をみ る と，

と くに ア ワ で粗 い ．また 3 種 と も果皮表 面上 に 規 則 的 な波状帯 の 配列が 観察 され る．こ の よ うに ，作

物 毎の 種子形態 の 特徴差が 明 らか で ある． しか し，こ れ らが 吸水機構に どの よ う に 関 与 して い るかは 不

明で ある．

　以上の 結果よ り，在来禾穀類各種 の 出芽性 に は種子の 吸水能力の 大小が 影響 してお り， こ の こ とが と

くに 乾燥 十壌条件下 で ア ワ の 出芽速度が速 く，キ ビ で 遅 い と い う作物間差 が生 じる原因の 1 つ とな っ て

い る点が 明 らか とな っ た ．
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